
省
エ
ネ
コ
ン
テ
ス
ト

家
庭
で
取
り
組
ん
で
い
る
省
エ

ネ
活
動
や
電
気
使
用
量
が
分
か

る
書
類
の
画
像
を
省
エ
ネ
コ
ン
テ
ス
ト
公
式

L
I
N
E
に
投
稿
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い

A
10
月
1
日
㈯
〜
31
日
㈪

D
10
月
の
前
年
同
月
比
で
電
気
使
用
量
「
削
減

量
」
の
大
き
い
世
帯
と
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

省
エ
ネ
に
関
す
る
投
稿
の
「
い
い
ね
！
」
数
上

位
者
を
表
彰

コンテストHP

I
環
境
保
全
課　

J
(57)
8
8
0
6

と
ま
こ
ま
い
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
の

配
布
が
始
ま
り
ま
す

官
民
協
働
事
業
と
し
て
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

と
「
と
ま
こ
ま
い
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
、

地
域
・
行
政
・
生
活
・
医
療
機
関
な
ど
の
情
報

を
一
冊
に
ま
と
め
、
市
内
全
世
帯
お
よ
び
転
入

者
な
ど
に
配
布
し
ま
す

 

規
格 

A
4
判
フ
ル
カ
ラ
ー　

144
ペ
ー
ジ

 

配
布
期
間 

10
月
31
日
㈪
ま
で　

※
配
布
期
間
を

過
ぎ
て
も
届

か
な
い
場
合

は
ご
連
絡
く

だ
さ
い

I
秘
書
広
報
課

J
(32)
6
1
0
8

苫
小
牧
市
民
防
災
講
座

A
D
11
月
6
日
㈰　

①
10
時
〜
12
時
＝
樽
前
山

の
噴
火
に
備
え
て　

②
13
時
〜
15
時
40
分
＝
災

害
教
訓
や
新
た
な
津
波
の
浸
水
想
定
に
つ
い
て　

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

B
ア
イ
ビ
ー
・
プ
ラ
ザ　

2
階
講
習
室

F
各
70
人　

申
し
込
み
順

H
I
10
月
3
日
㈪
〜
28
日
㈮
に
危
機
管
理
室

（
HP
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
で
配
布
の
申
込
用

紙
を
直
接
ま
た
は
郵
送
（
必
着
）、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
で　

危
機
管
理
室　

J
(32)
6
2
8
0　

K
(33)
0
4
7
4　

Mkikikanri@
city.tom

a
kom

ai.hokkaido.jp　

※
①
、
②
ど
ち
ら

か
の
み
の
受
講
も
可

市
民
講
演
・
相
談
会

A
10
月
21
日
㈮　

14
時
〜
16
時
30
分

B
市
民
会
館　

小
ホ
ー
ル
・
205
会
議
室

D
弁
護
士
に
よ
る
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の

講
演
、
法
律
専
門
家
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

F
講
演
＝
70
人　

無
料
法
律
相
談
＝
10
人　

申

し
込
み
順

H
I
10
月
17
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で　

と
ま
こ
ま
い
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー　

J
(38)
7
2
9
1　

K
(38)
7
2
9
2

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
2
0
2
2

A
10
月
29
日
㈯　

10
時
〜
15
時

B
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

D
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
パ
ネ
ル
展
、
体
験
・
防
災

コ
ー
ナ
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

I
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

J
(84)
6
4
8
1

苫
小
牧
に
じ
い
ろ
ラ
イ
ブ
v
o
l
・
3

「
女
ふ
た
り
で
暮
ら
し
て
み
れ
ば
」

A
11
月
13
日
㈰　

13
時
30
分
〜

15
時
30
分

D
L
G
B
T 

Q
（
性
的
少
数
者
）

を
テ
ー
マ
に
し
た
、
当
事
者
に
よ
る
講
演

F
50
人　

※
無
料
託
児（
1
歳
以
上
、定
員
10
人
、

11
月
2
日
㈬
ま
で
に
要
予
約
）　

申
し
込
み
順

B
H
I
直
接
ま
た
は
電
話
、
右
記
二
次
元
コ
ー ポイント

１００

10
月
12
日
㈬
〜
21
日
㈮
は
、
秋
の
輸
送
繁
忙
期
の
交
通
安
全
運
動
で
す　

I
市
民
生
活
課　

J
(32)
6
2
8
7

水道修理の申し込み、家屋解体時の届け出

I水道課　J（32）6695（平日昼間）　J（32）6111（左記以外）

直接水道業者に電話し、修理を依頼してください。ア
パートや借家にお住まいの方は、まず大家さんなどに
ご相談ください。事業者名簿は市HPからご覧になれます

検索水道修理　かかりつけ水道修理の申し込み

水道を利用していた家屋の解体を行う前には、別途水道設備の撤去
の届け出や工事が必要となります。なお、水道設備の撤去は解体事
業者ではできませんので、苫小牧市指定の給水装置工事事業者に依
頼してください。詳しくは市HPをご覧ください

検索苫小牧　水道撤去家屋解体時の届け出

広報とまこまい  令和4（2022）年・10月 18

広告

　　　　J電話番号　Kファクス　MEメールアドレス
市役所のHPアドレス、住所、連絡先などは
30ページをご覧ください。


